
神
忠
志
議
員
・
一
般
質
問 

 

１
．
領
土
問
題
を
め
ぐ
る
諸
問

題
に
つ
い
て 

（
１
）「
日
ロ
首
脳
会
談
」
と

「
領
土
問
題
」
に
つ
い
て 

 

①
「
原
点
の
地
の
市
長
」
と 

「
日
ロ
首
脳
会
談
」 

 

（
質
問
）
１
２
月
１
日
に
市

長
は
、
首
脳
会
談
直
前
の
安

倍
首
相
に
要
請
し
た
内
容

は
？
ま
た
、
こ
の
首
脳
会
談

が
「
経
済
プ
ラ
ン
」
の
み
が

先
行
、
領
土
の
原
則
的
な
立

場
が
後
退
し
、
そ
の
解
決
が 

 

  

１
２
月
議
会
が
１
３
日
（
火
）
か
ら
１
６
日
（
金
）
開
か
れ
ま
し
た
。
初
日
の
１
３
日
党
議
員

団
は
、
一
般
質
問
に
一
番
手
橋
本
竜
一
議
員
、
二
番
手
に
鈴
木
一
彦
議
員
、
三
番
手
に
神
忠
志
議

員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
今
号
は
都
合
上
神
忠
志
議
員
の
一
般
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

   

共
に
し

あ

わ
せ
産

み
だ

す

日
本
共
産
党 

先
送
り
と
の
懸
念
が
強
ま
っ

て
い
る
が
、「
原
点
の
地
の
市

長
」
と
し
て
首
脳
会
談
に
何

を
求
め
た
の
か
？ 

 

（
答
弁
）
安
倍
首
相
に
対
し

て
「
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
、
領
土
問
題
の
前

進
を
」
と
強
く
要
請
し
た
。

安
倍
首
相
は
「
こ
れ
ま
で
、

１
５
回
大
統
領
と
会
談
し
て

い
る
。
そ
の
信
頼
関
係
で
平

和
条
約
を
前
進
さ
せ
た
い
。」

と
の
強
い
決
意
を
感
じ
た
。

「
８
項
目
の
協
力
プ
ラ
ン
」

の
協
議
が
進
ん
で
い
る
が
、

領
土
題
解
決
に
向
け
た
動
き 

は
、
見
え
て
こ
な
い
状
況
に 

あ
る
。
領
土
問
題
が
先
送
り
さ

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら 

な
い
。
領
土
問
題
の
前
進
が
図

ら
れ
る
よ
う
強
く
期
待
す
る
。 

 

②
「
国
際
情
勢
」
と
領
土
問
題

（
略
） 

 

（
２
）
「
日
ロ
首
脳
会
談
」
後

の
根
室
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て  

（
質
問
）
領
土
問
題
で
何
ら
の

「
前
進
」
が
あ
っ
た
場
合
、
反

対
に
領
土
問
題
が
「
前
進
」
し

な
い
場
合
、
根
室
市
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
何
か
？ 
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（
答
弁
）
今
回
の
「
会
談
」

の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
取

り
組
む
べ
き
対
応
を
検
討

し
、
速
や
か
に
行
動
す
る
こ

と
が
必
要
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
領
土
問
題
が
未

解
決
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す

る
「
隣
接
地
域
」
の
振
興
対

策
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り

組
み
、
併
せ
て
、
根
室
市
が

果
た
す
べ
き
役
割
、
必
要
と

な
る
機
能
等
の
検
討
を
進

め
、
そ
の
対
応
に
努
力
す
る
。 

 

２
．
地
域
経
済
の
実
態
と
そ
の

課
題
に
つ
い
て 

 

（
１
）
２
０
１
４
年
対
比
で

の
地
域
経
済
の
実
態
に
つ
い

て 

 

（
質
問
）
市
は
こ
の
ほ
ど
２

０
１
４
年
対
比
で
の
流
し
網

禁
止
の
影
響
を
調
査
し
た
。

水
産
加
工
業
を
は
じ
め
、
軒

並
み
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て

い
る
。
代
替
え
漁
業
、
代
替

え
漁
法
が
「
代
替
え
」
に
な

っ
て
い
な
い
。
地
域
経
済
全

体
で
は
ど
ん
な
影
響
と
な
っ

て
い
る
の
か
？ 

 

（
答
弁
）
代
替
え
漁
業
の
「
試

験
操
業
」
で
は
、
公
海
サ
ン 

マ
が
計
画
の
４
割
で
流
通
も

限
定
さ
れ
た
。
サ
バ
・
イ
ワ

シ
漁
も
不
漁
。
ロ
シ
ア
２
０

０
カ
イ
リ
の
代
替
え
漁
法
も

厳
し
い
結
果
と
な
り
、
課
題

を
残
し
た
。
２
０
１
４
年
対

比
の
調
査
結
果
で
は
、
一
昨

年
の
５
月
か
ら
７
月
ま
で
の

売
上
げ
高
約
１
４
７
億
円
に

対
し
、
本
年
同
期
は
、
３
１

億
円
で
、
約
１
１
６
億
円
の

減
少
、
率
で
７
８
％
も
減
少

と
推
計
し
て
い
る
。
水
産
加

工
業
約
８
９
％
、
運
輸
業
約

６
８
％
な
ど
漁
業
と
関
連
の

深
い
業
種
を
中
心
に
売
上
げ

が
大
幅
減
少
と
な
り
、
小
売

り
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
伸
び

悩
み
な
ど
全
て
の
業
種
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。「
代
替
え
」
に
つ
い
て
漁

船
員
の
雇
用
継
続
等
に
一
定

の
効
果
は
あ
っ
た
が
、
経
済

損
失
を
補
て
ん
す
る
役
割
を

果
た
し
て
い
な
い
。 

 

（
２
）
地
域
経
済
振
興
に
求

め
ら
れ
る
課
題
（
略
） 

 

（
３
）
漁
獲
量
の
拡
大
に
む

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

① 

サ
ケ
マ
ス
流
し
網
対
策

（
略
） 

② 

沿
岸
漁
業
振
興
対
策 

 

（
質
問
）
今
年
度
「
沿
岸
漁

業
資
源
利
活
用
研
究
事
業
」

を
立
ち
上
げ
、
学
者
さ
ん
等

か
ら
英
知
を
出
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
そ
の
中
の
「
研
究

部
門
」
か
ら
の
「
漁
場
調
査
」

そ
れ
に
基
づ
く
「
増
養
殖
」

の
展
開
に
つ
い
て
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
？ 

 

（
答
弁
）
本
年
１
０
月
よ
り

「
沿
岸
資
源
利
活
用
研
究
」

を
始
め
た
。
根
室
半
島
沿
岸

域
の
利
活
用
、
漁
業
の
新
た

な
可
能
性
を
模
索
。
水
産
加

工
や
流
通
を
含
め
た
今
後
の

あ
り
方
を
調
査
研
究
す
る
。

こ
の
中
で
「
研
究
部
門
会
議
」

は
、
道
２
１
世
紀
総
合
研
究

所
・
研
究
員
の
桑
原
研
究
員
、

北
大
の
櫻
井
名
誉
教
授
、
北

方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学

セ
ン
タ
ー
の
四
ツ
倉
准
教
授

等
に
参
画
い
た
だ
き
協
議
研

究
を
進
め
て
い
る
。
各
漁
協

か
ら
の
情
報
を
基
に
将
来
的

な
調
査
、
活
用
の
可
能
性
を

検
討
し
て
い
る
。「
海
域
や
内

水
面
」
「
魚
種
別
の
資
源
増

大
」
等
の
「
提
言
」
を
基
に

今
後
の
施
策
を
展
開
し
、
活

用
を
図
る
。 

 


